
「
み
よ
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」の
ご
案
内

【
配
信
す
る
主
な
内
容
】

○
防
災
情
報

● 

災
害
時
の
避
難
情
報

● 

浅
間
山
の
火
山
防
災
情
報

○
安
心
・
安
全
情
報

● 

防
犯
・
交
通
安
全
情
報

● 

行
方
不
明
者
に
関
す
る
情
報

● 

火
災
情
報

○
そ
の
他（
行
政
情
報
な
ど
）

● 

町
主
催
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
の
お

知
ら
せ

○
気
象
情
報

● 

町
に
発
表
さ
れ
た
各
種
警
報
お

よ
び
注
意
報

○
地
震
情
報

● 
町
に
震
度
３
以
上
の
地
震
が
発

生
し
た
際
の
地
震
情
報

【
登
録
方
法
】

① 

指
定
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

（m
iyota@

pasm
ail.jp

）

※ 

２
次
元
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
る

携
帯
電
話
な
ど
を
お
使
い
の
場

合
は
、
下
記
２
次
元
コ
ー
ド
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

② 

し
ば
ら
く
す
る
と
、
登
録
用
Ｕ

Ｒ
Ｌ
が
メ
ー
ル
で
届
き
ま
す
。

メ
ー
ル
本
文
中

に
あ
る
登
録
用

サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

③ 

希
望
す
る
配
信
情
報
や
お
住
ま

い
の
地
区
を
選
択
し
、
内
容
確

認
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

④ 

確
認
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
の

で
、
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
登
録

ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤ 

利
用
規
約
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

問
題
な
け
れ
ば「
同
意
し
ま
す
」

ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

【
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
を
し
て
い
る
場
合
】

　

登
録
作
業
の
前
に
次
の
ド
メ
イ

ン
を
受
信
で
き
る
よ
う
に
設
定
を

し
て
く
だ
さ
い
。

（@
pasm

ail.jp
）

※ 

迷
惑
メ
ー
ル
対
策
の
設
定
に
つ

い
て
の
詳
細
は
、
ご
利
用
の
携

帯
電
話
会
社
な
ど
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
主
な
注
意
事
項
】

● 

本
サ
ー
ビ
ス
の
登
録
は
無
料
で

す
が
、
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
は
登

録
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

● 

通
信
機
器
の
状
態
や
障
害
発
生

な
ど
に
よ
り
、
メ
ー
ル
の
未
着

や
遅
配
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
一
切
の
責
任
は
負
い

ま
せ
ん
。

● 

配
信
情
報
に
関
し
て
の
お
問
い

合
わ
せ
に
は
対
応
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

● 

受
信
し
た
メ
ー
ル
か
ら
返
信
さ

れ
て
も
、
役
場
に
メ
ー
ル
は
届

き
ま
せ
ん
。

● 

配
信
さ
れ
た
情
報
に
よ
り
発
生

し
た
ト
ラ
ブ
ル
、
不
利
益
、
損

害
に
関
し
て
一
切
の
責
任
を
負

い
ま
せ
ん
。

● 

障
害
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
な
ど
の
た
め
、
事
前
に

通
知
す
る
こ
と
な
く
サ
ー
ビ
ス

を
停
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
】

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
次
の
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

株
式
会
社
パ
ス
カ
ル

オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

 

０
２
６
７（
66
）１
３
８
３

問
い
合
わ
せ
先

 
総
務
課
防
災
係（
内
線
29
）

表示例

　

町
で
は
、
防
災
行
政
無
線
を
補
完
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て「
み
よ

た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
放
送
内
容
を
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
皆
さ
ま
の

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
配
信
す
る
も
の
で
す
。

　
「
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
昭
和
63
年
か
ら

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
御
代
田
町

で
は
平
成
７
年
に
導
入
し
て
以
来
、

皆
さ
ま
に
は
ご
利
用
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

回
線
な
ど
を
利
用
し
た
情
報
提
供

手
段
の
多
様
化
に
よ
り
、「
オ
フ

ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
」の
加
入
者

は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
、
平

成
27
年
２
月
28
日
を
も
っ
て
オ
フ

ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
、

終
了
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

町
は
、
こ
れ
に
替
わ
る
情
報
提

供
手
段
に
つ
い
て
、
広
報
誌
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
行
政
無
線
、

Ｆ
Ｍ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
の
媒
体
を

利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
は
実
施
し
な
い
こ
と

と
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課
広
報
情
報
係

 

（
内
線
26
・
68
）

　

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

 

局
番
な
し（
１
１
６
）

　

※
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
場
合

 

（
０
１
２
０
）１
１
６
０
０
０

平
成
27
年
２
月
に

「
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
」

が
終
了
し
ま
す

みよた広報 やまゆりみよた広報 やまゆり44月号 月号 （（1010））　　



「住宅リフォーム補助金」
 ４月１日㈪申請受付開始！

◆平成25年度◆

平成25年4月1日（受付開始）～
 平成26年3月7日（工事完成）まで

申請期間

町内に本社を有する業者または個人事業主
詳しくは事前にご相談ください。

工事を行うことができる業者

①御代田町に住民登録している方
②対象となる住宅の所有者
③町税・使用料などの滞納がない方（同一世帯全員）
④平成26年3月7日までに工事完了できること
⑤過去に住宅リフォーム補助金を利用していないこと

申請できる方　

①自己または家族の居住に供する住宅
②建築基準法に適合する住宅
③店舗など併用住宅の場合は住宅部分のみ
④ 町のほかの補助金を受けていないこと
　（御代田町木造住宅耐震補強補助事業補助金は除く）

対象となる住宅

建設課都市計画係にある「申請書」に必要事項を記入の
上、必要書類（見積書・写真など）を添付し提出ください。
施工業者による代理申請の場合は、委任状が必要です。
町ホームページからも申請書などがダウンロードできます。

申請方法
対象工事費20万円以上（消費税を除く）
①CO₂排出量削減を目的とした工事
②高齢者などの生活支障排除を目的とした工事
③住宅の長寿命化を目的とした工事
※ 申請前に着手してしまった工事は補助対象外です。
※ 対象工事の詳細および補助対象外の工事については、
町ホームページをご覧ください。

対象となる工事　

申請・問い合わせ先　建設課都市計画係　（内線75・39・38）

例１　対象工事費50万円
　　　50万円×20%＝10万円→助成額10万円

例２　対象工事費120万円
　　　120万円×20%＝24万円→助成額20万円

（1,000円未満端数切り捨て）

対象工事費の20％　最高限度額20万円

補 助 額

② 補助金交付申請（4月1日受付開始）

③ 補助金交付決定通知

⑤ 工事完了・実績報告書提出（平成26年3月7日まで）

④ 工事開始（事前着工はできません）

⑥ 完了検査・検査済通知

⑦ 補助金請求・支払い

事業の流れ

① 対象となるかなど事前相談（受付中）

住宅リフォーム補助金は、「御代田町木造住宅耐
震補強補助事業補助金」と併用可能です。これに
より、リフォームと併せて耐震補強を行うと、最
大80万円の補助金が交付されます。耐震補強を
実施する場合には事前に耐震診断が必要になりま
すので、詳しくはお問い合わせください。
　○耐震補強工事までの流れ
　　❶簡易耐震診断の実施（診断費無料）
　　❷精密診断の実施（診断費無料）
　　　※ ❶の診断結果により精密診断が必要とさ

れる場合で、耐震補強工事を希望する場
合。

　　❸耐震補強工事
　　　（対象工事費の50％、最高限度額60万円）

（（1111）） みよた広報 やまゆり みよた広報 やまゆり44月号月号


